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研
究
ノ

l
ト〕

松

胃IJ

る

系

図

作

成

伊 h

渇え

よ

は
じ
め
に

一
月
七
時
、
太
田
髄
中
守
資
京
を
挙
行
と
し

の
系
隷
を
集
め
る
と
い
う
将
軍
家
光
の
上
意
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
吋
覚
永
語
家

系
図
伝
」
〈
以
下
、
「
寛
永
譜
」
と
す
る
〉
の
譲
纂
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。

寛
永
十
八
年
〈

六
随
一
)

松
前
家
で
も
、
こ
の
年
に
強
用
さ
れ
た
斉
藤
革
政
に
よ
っ
て
系
図
が
ま
と
め
ら
れ

鑓
出
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
、
直
政
は
「
松
前
家
の
誼
た
る
武
器
借
広
を
新
選
三
郎

系
の
若
狭
糠
氏
の
末
に
仕
立
あ
げ
た
の
は
、
重
政
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。
小
稿
で
は
、

い
か
に
し
て
松
前
家
が
若
狭
武
田
民
の
末
議
と
な
っ
た
の
か

と
い
う
点
に
柱
闘
し
な
が
ら
、
こ
の
系
閣
の
性
格
に
つ
い

の
検
討
を
加
え
て

み
た
い
。

松
前
蒙
が
提
出
し
た
茶
園
の
珪
諮

松
前
家
が
幕
府
に
系
留
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
の
は
、

間
ニ
十
年
七
月
十
六
詩
、
大
将
軍
家
光
公
為
太
閤
備
中
守
資
宗
承
、
被
抑
出
松

前
氏
広
家
之
灘
間
於
可
書
上
之
由
、
家
盟
斉
藤
多
宮
産
政
就
之
、
則
日
産
敬
語

の

齢

エ

藤

輔

大

無
阻
害
之
筆
者
十
二
人
之
内
、
高
野
山
見
樹
際
法
印
立
詮
、
申
松
前
之
先
祖
者

若
州
展
形
之
息
男
牢
人
之
来
由
、
代
々
の
名
誉
、
法
事
繁
多
、
取
其
要
為
一
小

一
巻
者
氏
広
所
持
、

と
、
寛
永
二
十
年
(
一
六
問
一
一
一
〉
七
月
一
六
日
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
と
明
新
議
之
記
録
』

春
、
令
法
碍
講
書
二
春
、

巻
者
使
資
宗
上

大
特
第
、

は
伝
え
る
。
持
軍
家
光
に
よ
る
系
国
接
出
の
上
意
が
太
間
資
娯
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、

箆
永
十
八
年
の
二
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
二
年
以
上
の
時
間
を
経
た
後
の
こ
と
に
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な
る
。
こ
の
と
き
に
松
前
家
か
ら
据
出
さ
れ
た
系
図
は
、
「
寛
永
廿
年
幕
府
江
得
葱

出
写
」
と
い
う
「
松
前
家
精
い
〈
以
下
、
「
系
思

G
い
と
す
る
)
に
よ
っ
て
知
る
と
と

が
で
き
る
。
こ
の
系
留
に
は
、
「
案
、
来
二
十
奨
来
襲
七
月
吉

a
松
前
勝
之
助
/
太

国
舗
中
守
駿
」
と
あ
り
、
系
図
挺
出
の
時
期
に
つ
い
て
の
型
新
築
之
記
録
』
の
記
述

を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
内
関
文
憲
論
臓
「
松
前
系
国

に
も
、
右
の
吋
新
織
之
記
録
』
の
記
事

と
ほ
ぼ
関
文
の
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
上
使
永
井
弥
右
衛
門
〈
車
一
兆
〉
が
遣
わ

さ
れ
た
と
あ
る
。
永
井
弥
省
衛
門
は
、
七
月
一
四
民
の
時
点
で
ぶ
特
使
聴
札
」
の
こ

と
仁
よ
り
審
践
番
を
つ
と
め
て
お
り
、
妻
は
「
松
前
隼
人
正
忠
広
が
女
」
で
あ
る
と

い
う
。
忠
広
は
、
拐
代
議
主
襲
広
の
二
男
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
と
き
に
作
成

さ
れ
た
系
閣
を
自
に
し
た
松
前
景
広
が
、
明
新
羅
之
記
録
恥
を
ま
と
め
る
き
っ
か
け



の
一
っ
と
し
て
、

購
買
隼
人
正
忠
広
、
奉
事
大
将
軍
秀
忠
公
、
於
大
坂
擦
令
高
名
、
怒
川
私
秀
忠
公

御
上
洛
之
時
乍
為
病
身
供
世
帯
奉
部
於
途
中
道
去
、
最
是
不
尽
忠
箭
央
、
車
敬
之

失
念
故
平
不
載
此
巻
中
事
、
為
案
内
机
遺
慢
、
葉
広
書
載
知
之
一
巻
、

と
、
こ
の
剛
山
広
の
忠
節
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
金
あ
げ
て
い
る
。

諸
家
よ
り
概
出
・
8
れ
た
系
協
は
、
ぷ
見
永
欝
い
の
編
纂
担
当
者
の
手
に
よ
っ
て
ま

と
め
あ
げ
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
過
犠
で
金
じ
た
疑
問
点
な
ど
は
憲
作

で
あ
る
太
田
資
京
の
名
在
も
っ
て
諸
家
に
問
い
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た
と
い

た
と

え
ば
、
津
軽
氏
の
ば
あ
い
、

太
問
備
中
守
資
京
問
、
掲
通
政
惜
栢
続
之
事
、
時
実
永
十
八
年
五
月
、
捧
続
使

者
来
、
示
近
衛
信
尋
公
害
状
一
通
、
其
状
語
、
津
軽
系
菌
龍
山
自
筆
晶
、
然
期

政
信
後
法
成
寺
猶
予
無
疑
者
也
、
云
々
、

と
、
政
信
が
近
衛
尚
通
の
猶
子
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
疑
問
を
持
た
れ
、
問
い
合
わ

せ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
津
軽
家
で
は
、
津
軽
信
吉
が
、
案
、
来
十
八
年
三
月
の
段
階
で
、

近
衛
家
の
進
藤
修
理
に
書
状
を
遣
わ
し
て
、
吉
家
の
霧
呂
を
保
証
し
て
欲
し
い
と
依

頼
し
て
お
り
、
四
月
二
六
日
付
の
近
毎
信
尋
の
返
書
に
よ
り
、
津
軽
系
留
は
近
衛
前

久
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
敦
信
は
近
衛
出
向
通
の
猿
子
で
あ
る
こ
と
が
伝
え

ら
れ
た
。
五
月
に
津
軽
の
鑑
者
が
示
し
た
「
近
衛
信
尋
公
書
状
一
通
」
は
こ
の
返
書

で
あ
っ
た
ο

松
前
家
の
上
使
と
し
て
涼
遣
さ
れ
た
永
井
弥
在
籍
問
は
、
娘
成
関
係
の
あ
る
松
前

の
挺
出
を
求
め
る
た
め
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
す
で
に
提
出
さ
れ

た
孫
閣
に
対
す
る
疑
問
を
問
う
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
般
に
は
分
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
も
し
後
者
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
津
軽
家
の
ば
あ
い
と
お
な
じ
よ

う
に
、
若
狭
武
田
家
の
末
膏
で
あ
る
と
い
う
松
前
家
の
昌
吉
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
「
寛
永
譜
」
を
編
纂
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

(
1
〉
措
訟
の
最
初
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
通
称
・
官
途
・
位
指
な
ど
は
、
最
初

に
大
書
さ
れ
る
。

〈2
〉
原
則
と
し
て
改
年
の
と
こ
ろ
で
誌
改
特
に
し
、
干
支
は
付
さ
な
い
。

徳
川
氏
以
外
に
は
敬
啓
会

同
初
期
い
な
い
。
そ
し
て
、
家
康
は
東
照
大

権
現

秀
忠
は
会
徳
競
殿
、

記
し
、
省
一
期
に
し
て
記
す
。

〈4
)
家
紋
は
必
ず
系
留
の
設
に
記
す
。

と
い
っ
た
形
式
的
統

の
家
光
に
対
す
る
表
記
で
「
将
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が
あ
号
、
と
く
に
、
〈
3
)

軍
家
」
と
す
る
も
の
は
、
語
家
か
ら
提
出
さ
れ
た
思
わ
れ
る
系
菌
に
は
ま
っ
た
く
み

ら
れ
な
い
と
い
う
。

内
閣
文
庫
に
は
真
名
本
の

「
案
、
京
藷
家
系
留
伝
」
(
三

O
冊

総
数
約
四

O
O

点
)
が
収
め
ら
れ
て
お
り
(
以
下
、
「
嬰
本
」
と
す
る
)
、
そ
の
特
徴
は
、

(
イ
)
諸
家
よ
り
の
皇
謡
、
な
い
し
皇
藷
の
原
形
を
よ
く
残
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
も
の
。

(
口
)
寛
永
譜
の
未
定
識
の
段
諸
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
。

〈
ハ
)
寛
永
欝
の
編
纂
に
さ
い
し
て
の
考
証
筆
記
。

〈
一
一
〉
箆
永
隷
編
纂
の
た
め
の
参
考
資
料
。

の
問
機
頼
の
合
綴
本
で
、

議
纂
の
た
め
の

っ
た
も
の
の
…
部

で
あ
る
と
い

こ
れ
に
絞
め
ら
れ
て
い
る
松
前
家
の
系
関
〈
以
下
、

そ
し

吋
系
図
②
」
と
す
る
〉
は
、
ぷ
総
本
い

の
中
で
唯
一
、
さ
き
の
〈
3
〉
の
ノレ

ノレ
で



あ
る
「
評
軍
家
」

の
表
記
を
用
い
、
台
頭
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
「
系
関

③
」
は
、
文
章
な
ど
も
日
光
東
照
宮
所
臓
の
「
寛
永
譜
」
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い

と
こ
ろ
か
ら
、
「
寛
永
譜
の
最
終
稿
本
と
推
定
さ
れ
る
」
と
い
う
。

方、

と

と
を
比
較
し
て
み
た
と
き
、

話
物
の

棒
護
法
あ
る
が
、
人
物
の
名
前

一
致
し
て
い
る
。
し

か
も
、
吋
笈
永
譜
い
の
統

形
式
で
あ
る
〈
l
〉

t
E

〈4
〉
の
ル

i
ル
も
、

家
紋
以
外
は
す
べ
て
当
て
は
ま
っ
て
い
る
。
松
前
家
の
系
認
は
、
幕
蔚
に
提
出
さ
れ の

た
そ
の
時
点
で
す
で
に
「
寛
永
譜
」
の
形
式
に
則
っ
て
い
た
と
い
う
が
で
き
、
さ
ら

V

」
キ
品
、

そ
の
語
句
な
ど
に
し
て
も
、
「
寛
永
譜
」
と
撞
め
て
遊
説
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

系
題
作
成
の
背
景

さ
き
に
結
介
し
た
叫
ん
耕
邸
側
之
記
録
前
回
の
記
述
に
よ
る
と
、
松
前
家
の
系
図
は
、
家

監
の
斉
藤
寵
政
が
そ
の
担
当
者
と
な
り
、
幕
時
の
系
国
緩
纂
事
業
に
関
わ
っ
て
い
た
、

こ
な
っ
た
と
結
え
る
。
斉
藤
雄
政
は
、
大

波
線
撲
の
浪
人
に
そ
の
出
闘
が
求
め
ら
れ
、

っ
て
葉
、
氷

期
さ
れ
、
家
者
織
に
就
い
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

つ
い
て
は
、
寛

永
二
十
年
九
月
の
太
田
資
京
に
よ
る
「
寛
永
諸
家
系
留
依
序
い
に
、

十
九
年
三
月
十
日
量
一
有

台
命
使
僧
録
金
地
院
元
良
、
長
老
毘
州
法
眼
正
意
、
水
戸
書
生
ト
議
・
了
的
、

同
預
其
事
、
高
野
山
見
樹
院
立
詮
及

営
中
筆
史
大
議
重
敦
・
小
島
重
俊
頭
和

字
事
、
且
招
京
都
五
岳
僧
侶
十
七
人
経
日
到
着
江
戸
、
於
是
配
分
諸
家
系
譜
、

使
道
春
・
春
驚
掌
講
和
源
氏
蔀
、
立
詮
農
之
、

と
、
寛
永
十
九
年
三
月
の
編
纂
員
の
増
員
か
ら
幕
宥
の
系
図
編
纂
に
携
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
人
物
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
林
道
春
・
春
驚
の
も
と
で
「
清

和
源
氏
部
」
を
担
当
し
、
「
高
野
山
見
樹
段
立
詮
・
大
橋
長
左
衛
門
重
政
・
小
島
久

税
衛
門
重
俊
一
一
一
人
令
漢
字
敬
和
学
」
と
、
真
字
本
を
仮
名
本
に
改
め
る
作
業
を
お
こ

な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

iま

の

〈
以
下
、

系
図
で
あ
る
と
息
わ
れ
る
。
し
か
し
、
と
く
に
内
新
躍
な
記
録
h

に
よ
っ
て
加
筆
が

な
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
部
分
が
数
か
所
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、

「
系
間
③
」
は
そ
の
利
用
に
さ
い
し
て
は
註
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

そ
の
「
系
図
③
」

の
末
尾
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。
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右

公
犠
差
上
系
国
留
書
岳
、

寛
永
諸
家
系
図
之
長
載
之
、

此
一
巻
、
自
修
理
大
夫
密
告
以
上
者
、
以
官
本
系
図
考
之
、
自
若
狭
守
信
広
以

下
者
、
松
前
之
家
譲
記
之
、
立
遇
松
前
之
家
臣
斉
藤
多
宮
直
政
、
其
真
偽
以
需

備
後
来
之

覧
部
丘
、

商
野
山
見
樹
腕
住
持

こ
れ
比
よ
る
と
、
幕
持
に
提
出
さ
れ
た
松
前
家
の
系
図
は
、
松
前
家
が
若
狭
裁
問

家
の
米
葡
で
あ
る
と
主
張
す
る
部
分
を
「
宮
本
系
悶
」

で
、
町
新
羅
之
詑
銭
恥
で

「
当
家
之
元
議
」
と
さ
れ
る
武
田
信
広
以
下
に
つ
い
て
は
「
松
前
之
家
譜
」
に
よ
っ

て
記
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
松
前
家
の
系
留
に
つ
い
て
は
、
『
新
羅
之
記
録
』
に
よ
る
と
、



慶
長
関
年
冬
、
於
夢
、
州
大
坂
之
櫛
城
西
丸
、
十
一
月
七
時
被
召
家
康
公
御
愚
問
、

被
櫛
覧
敬
之
嶋
之
絵
関
、
北
高
麗
之
様
体
宥
梅
物
語
、
以
其
衣
南
噂
隣
召
当
家

之
系
図
皇
、

五
九
九
〉
に
家
康
に
系
関
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
て

と
い
う
よ
う
に
、
慶
長
四
年
〈

い
る
。
ま
た
、
康
長
十
四
年
ご
六

O
九
〉
一
一

一
八
日
の
福
山
械
の
火
災
に
よ
り
、

「
当
此
時
、
従
借
広
報
悪
相
伝
鎧
・
設
広
朝
臣
之
弓
、
殊
質
系
摺
等
令
悉
焼
失
」
と

系
闘
が
焼
失
し
た
と
も
訴
え
ら
れ
る
c

「
松
前
之
・
家
欝
い
は
、

お
そ
ら
く
は
、
幕
府

に
提
出
す
る
た
め
に
斉
藤
直
殺
の
手
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
系
関
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ぎ
に
、
「
宮
本
系
図
い
で
あ
る
が
、

日
光
東
部
山
富
所
態
の
真
名
本
の
訟
前
家
の

系
図
か
ら
、
組
側
沼
部
分
を
少
々
あ
げ
て
み
る
と
、
「
信
義
l
信
光
i
倍
時
l
詩
編
!

【

nv

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

建
設
l
借
泉
!
借
武
l
民
信

i
俗
世

i
〈
以
下
略
)
」

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
「
信
時
|
時
繰

i
信
政
」
の
部
分
で
あ
る
。
叫
新
羅
之
記

録
』
で
該
当
部
分
を
み
て
み
る
と
、
「
借
政
i
信
時
|
時
績
い
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
蝦
穿
は
、
『
尊
卑
分
除
い
訟
は
じ
め
、
「
若
狭
守
護
武
田
氏
系
図
工
仏
臨
寺
文
書
〉

A

お

}

{

憧

岬

V

・
「
岡
武
田
系
関
勺
「
若
耕
武
田
系
留
へ
そ
し
て
、
「
寛
永
譜
い
の
武
田
氏
の
系
閤

で
も
お
な
じ
で
あ
る
。

し
か
し
、
松
前
家
の
系
図
と
問
じ
順
序
で
な
ら
ん
で
い
る
も
の
が
吋
期
本
」
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
「
建
仁
寺
十
如
読
本
い
と
朱
書
さ
れ
た
ぷ
制
捜
武
田
系
国
」
が
そ

れ
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
松
前
家
の
系
留
の
若
狭
武
田
家
と
の
関
援
を
示
す
部
分
は
、

吋
寛
永
譜
」
錨
構
築
の
た
め
に
叡
集
さ
れ
て
い
た
系
国
で
あ
り
、
こ
の
事
業
に
関
わ
っ

て
い
た
立
訟
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
患
わ
れ
る
。
「
松
前
之
家
織
い

に
は
若
狭
武
田
氏
立
関
し
て
ど
の
よ
う
に
記
述
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
〈
も
し
く
は
、

ま
っ
た
く
な
か
っ
た
か
)
は
分
か
ら
な
い
が
、
「
寛
永
譜
」
を
編
纂
す
る
た
め
に
収

集
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
あ
て
は
め
な
く
て
註
会
ら
な
い
軽
度
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

カ=

む
す
び
に
か
え
て

寛
永
二
十
革
七

R
に
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
と
い
う
松
前
家
の
系
図
は
、
土
寛
永

諦
」
の
体
裁
に
則
っ
て
作
成
さ
れ
た
系
留
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
系
閣
作
成
を
担
当

し
た
斉
藤
庭
教
が
、
「
寛
永
譜
」
繍
纂
に
関
わ
っ
て
い
た
高
野
山
見
積
読
立
栓
と
接

触
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
ず
、
「
系
図
舎
い
に
い
う
よ
う
に
、
立
設
が
書
き
上

げ
た
の
で
あ
ろ
う
ひ
ま
た
、
直
教
が
こ
の
と
き
ま
で
に
、

i
後
に
松
前
景
広
に
「
情
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披
見
之
、
能
当
家
之
元
祖
億
広
朝
臣
建
盛
広
朝
霞
之
代
有
年
譜
復
位
相
違
之
事
、
難

偽
玄
歩
、
於
今
不
逮
是
非
、
」
と
評
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
l
吋
訟
錦
之
家
謹
」
と

い
う
べ
き
系
鴎
を
ま
と
め
て
い
た
す
れ
ば
、
重
政
に
と
っ
て
系
凶
作
成
の
ハ
イ
ラ
イ

ト
は
、
松
前
家
を
若
狭
守
武
田
誌
の
末
奮
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
患
む
れ
る
。

「
清
和
諌
氏
部
い
を
担
当
し
て
い
た
立
践
と
接
挫
し
た
の
は
、
そ
う
し
た
意
識
の
現

れ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

一
方
で
は
、

西
年
の
火
災
に
よ
っ
て

焼
失
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
か
、
積
極
的
に
理
府
づ
け
が
で
き
な
か
っ
た
と
も
い
え
よ

う
。
そ
れ
放
、
吋
寛
永
譜
」
編
纂
の
た
め
に
叡
集
し
た
系
留
を
そ
こ
に
あ
て
は
め
ざ

る
者
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

註
〈1
)

「
大
猷
院
接
御
実
紀
」
巻
四
六
。



〈2
)
こ
の
と
き
提
出
さ
れ
た
の
は
系
関
ば
か
ち
で
な
く
、
「
古
審
物
」
も
書
き
写
し
て

一
書
房
、

(
誌
〉
同
省
。

(
は

w
v

問
右
。

〈
げ
〉
吋
系
図
①
」
は
、
習
繍
部
分
に
欠
損
部
分
が
あ
る
。
後
掲
す
る
内
鑓
文
雄
麓
「
松

前
系
図
全
」
令
系
関
舎
」
〉
は
、
胃
頼
部
分
に
「
家
紋
剖
避
い
と
あ
号
、
「
系
国

①
」
は
こ
れ
と
お
な
乙
註
量
に
家
紋
の
記
述
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

(
認
)
海
保
嶺
夫
容
帯
藩
制
国
家
と
北
海
道
』
〈
一
一
二
書
軍
師
、
一
九
七
八
年
)
。

(
m
m
)
T
H
先
叢
書
寛
永
諸
家
系
関
誌
恥
第
一
巻
〈
続
群
番
額
誕
完
或
会
、

一
九
八
九

提
出
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
ぬ
鹿
児
島
県
史
料

二
O
五
号
文
書
、
一
九
八
六
部
)
。

〈3
〉
議
保
嶺
夫
『
幕
藩
制
問
家
と
北
港
道

l
松
前
滞
敏
史
研
究
序
説

l
h

一
九
七
八
年
)
。

(
4
)
『
薪
北
語
道
史
恥
第
七
巻
資
料
一
〈
一
九
六
人
年
)
。

(
5
)
松
前
町
史
綴
集
室
態
「
中
島
家
文
轡
九

(
6
)
こ
の
系
閣
は
、
「
系
留

e」
と
お
な
じ
よ
う
に
、
「
寛
永
二
十
奨
来
歳
七
月
吉
日

松
前
勝
之
助
/
太
田
備
中
守
殿
い
と
あ
る
が
、
後
に
加
護
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。

〈
?
〉
「
大
猷
読
殿
御
実
紀
」
巻
五
居
。

〈8
〉
「
寛
政
重
諺
諸
家
抽
出
場
第
六
二
一
一
一
。

〈9
)
橋
本
政
宣
吋
箆
永
諸
家
系
図
伝
と
細
川
系
関
」
〈
当
日
本
歴
史
h

蕊

O
一号、

九
O
年〉。

(
m
w
〉
内
閣
文
成
蔵
「
寛
永
諸
家
系
賠
訴
勺

{
日
〉
簿
軽
稽
古
書
状
写
〈
吋
新
縦
弘
鶴
市
史
』
資
料
締
ニ
近
世
て
六
一

九
九
六
年
)
。

指
記
雑
録
』
後
編
六
附
録

九

な
お
、
西
尾
正
信
〈
番
物
憲
行
)
の
鰭
伝
に
も
、
お
な
じ
内
容
の

〈
初
〉
「
西
尾
系
図
い
明
器
党
叢
書
寛
永
諸
家
系
図
誌
』
第
六
巻
〈
続
群
書
類
誕
完
或
会
、

一
九
九
一
年
可

(
れ
)
吋
い
松
前
革
々
記
』
〈
『
松
前
昨
史
h

史
料
編
第
一
巻
、
一
九
七
関
年
)
で
は
、
「
家
藤

公
於
大
坂
御
城
西
丸
慶
広
被
為
話
、
当
家
之
系
図
・
蝦
夷
嶋
之
絵
図
上
覧
」
と
伝
え

る。

み
え
る
。
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〈
幻
)
吋
日
光
叢
書

年。

〈
お
)
『
昌
史
大
系
白
血
第
六

O
巻
上
〈
ム
吉
川
弘
文
節
、
一
九
六
六
年
〉
。

(
包
)
『
小
誤
市
史
h

社
寺
文
書
編
〈
一
九
七
六
年
)
。

(
お
)
叫
続
群
書
類
従
』
第
五
輯
下
〈
続
群
書
類
従
完
成
会
、

〈
部
〉
問
右
。

〈
許
〉
明
日
光
叢
書

年〉。

寛
急
務
家
系
図
伝
』
第

春
、
競
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
八
九

〈
山
〉
近
構
信
尋
書
状
〈
問
右
、
ム
ハ
三
回
号
文
書
〉
。

〈
日
)
樟
軽
家
と
近
衛
家
と
の
欝
係
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
文
禄
一

為
信
が
上
洛
し
、
「
近
寄
家
へ
そ
参
上
」
〈
問
右
、
五
五
号
文
書
〉
し
た
と
い
う
よ
う

に
、
為
倍
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
〈
長
谷
川
成
一
ぷ
押
軽
藩
々
政
文
書
の
基
礎

的
研
費
〈
ニ

i
近
世
前
期
務
較
文
書
を
中
心
に

i
h
吋
文
経
論
叢
』
第
一
五
場
第

一
号
文
学
務
第
I
、
一
九
八

O
年〉。

〈
M
〉
楠
本
政
宣
「
案
、
承
諾
家
系
図
伝
と
諾
家
の
同
部
講
い
(
司
自
光
叢
書
寛
永
龍
家
系
図

伝
』
第
一
巻
、
統
群
叢
類
従
完
成
会
、
一
九
八
九
年
〉
。

し
か
も
、
〈
3
〉
の
方
針
は
、
少
な
く
と
も
寛
永
十
八
年
の
秩
の
段
措
で
は
一
定

し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

〈
一
五
九
一
ニ
)
に

九
五
九
年
寄
玉
三
版
〉
。

寛
永
務
家
系
図
伝
』
第
六
帯
〈
競
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
九

(
く
ど
う
・
だ
い
す
け

青
森
市
史
編
さ
ん
室
)


